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法
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政
策
が
成
功
す
る
に
は
政
策
手
段
の
数
と
政
策
目
的
の
数
が
等
し
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

テ
ィ
ン
バ
ー
ゲ
ン
原
理
が
あ
る
（T

inbergen 1952

）。
つ
ま
り
、
一
つ
の
政
策
手
段
が
一
つ
以
上
の
政

策
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
と
、
ど
の
目
的
も
効
率
的
に
達
成
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
実
に

政
策
を
実
施
す
る
う
え
で
は
、
政
策
目
的
の
数
や
政
争
手
段
の
数
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
こ
と
は
多
い
。

そ
の
た
め
む
し
ろ
、
い
く
つ
か
あ
る
問
題
に
ど
の
よ
う
に
優
先
順
位
を
付
け
て
解
決
す
る
の
か
が
、
実
践

的
に
は
重
要
で
あ
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
実
施
す
る
際
に
予
算
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
が
、
予
算
に
は
限
り
が
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
政
策
を
成
功
さ
せ
る
に
は
優
先
順
位
を
付
け
る
必
要
が
あ
り
、
優
先
順
位
を
適
切
に
付
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
に
国
の
運
営
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
は
依
存
す
る
。
こ
の
優
先
順
位
は
、
で
き
る
だ
け
客
観

的
に
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

貧
困
削
減
戦
略
ペ
ー
パ
ー
（
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
）
は
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
や
参
加
の
重
要
性
な
ど
具

体
的
な
開
発
戦
略
の
あ
り
方
と
は
異
な
る
抽
象
的
な
概
念
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、

改
革
政
策
に
優
先
順
位
を
付
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
は
、
現
実
的
に
要
請
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
Ｐ

Ｒ
Ｓ
Ｐ
で
は
、
優
先
順
位
付
け
は
技
術
的
に
も
政
治
的
に
も
難
し
い
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
具
体
的
な

方
法
に
は
立
ち
入
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
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本
章
で
は
私
の
考
え
る
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
（
図
１
）
に
よ
る
政
策
の
優
先
順
位
決
定
法
を
示
し
た
い
。

決
定
方
法
は
、
無
数
に
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
な
る
べ
く
客
観
的
で
、
誰
も
が
納
得
で
き
る
方
法
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
示
す
も
の
は
、
一
つ
の
方
法
の
例
示
で
あ
り
、
今
後
の
議
論
の
た
た

き
台
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

１　

六
つ
の
ス
テ
ッ
プ

　

政
策
の
優
先
順
位
を
決
め
る
ス
テ
ッ
プ
は
、
次
の
六
つ
か
ら
な
る
。

ス
テ
ッ
プ
１
：
「
社
会
的
生
存
水
準
の
達
成
」―

初
等
教
育
に
よ
る
識
字
率
の
向
上
と
必
要
カ
ロ
リ
ー

を
満
た
す
た
め
の
農
業
生
産
性
の
向
上

ス
テ
ッ
プ
２
：
「
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
」―

物
価
の
安
定
、
国
際
収
支
の
安
定
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安

定
ス
テ
ッ
プ
３
：
「
構
造
調
整
政
策
」―

価
格
の
自
由
化
（
統
制
価
格
、
為
替
レ
ー
ト
、
金
利
）、
規
制
緩

和
、
各
市
場
の
発
達
（
労
働
市
場
、
生
産
物
市
場
、
金
融
市
場
）
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ス
テ
ッ
プ
１
：

ス
テ
ッ
プ
２
：

ス
テ
ッ
プ
３
：

ス
テ
ッ
プ
５
：

ス
テ
ッ
プ
４
：

ス
テ
ッ
プ
６
：

識
字
率
50％
以
上

初
等
教
育

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
穀
物
生
産

高
1000キ

ロ
グ
ラ
ム
以
上

経
済
自
由
化
：

統
制
価
格
の
撤
廃
な
ど

学
校
の
建
設

テ
キ
ス
ト
の
無
料
配
布

イ
ン
フ
レ
率
30％
以
下

マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
化

制
度
改
革
の
進
展

成
長
戦
略
の
導
入

構
造
調
整
政
策
の
実
施

ジ
ニ
係
数
50％
以
下

法
制
度
の
整
備

イ
ン
フ
ラ
の
整
備

教
育
，
保
健
の
改
革

農
業
生
産

灌
漑
な
ど

財
政
赤
字
の
削
減

対
外
経
常
収
支
赤
字
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

８
％
未
満

成
長
政
策

イ
ン
フ
ラ
：
一
人
当
た
り
電
力
供

給
500kWh以

上

貧
困
削
減
：

所
得
格
差
の
是
正

フ
ロ
ー

優
先
順
位

政
策
の
例

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

は
い
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

　
(出
所
)　
筆
者
作
成
。

図
１
　
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
よ
る
優
先
順
位
決
定
方
式
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ス
テ
ッ
プ
４
：
「
法
制
度
の
整
備
」

　

ス
テ
ッ
プ
５
：
「
成
長
戦
略
」

　

ス
テ
ッ
プ
６
：
「
所
得
格
差
の
是
正
」

　

以
上
に
挙
げ
た
六
つ
の
ス
テ
ッ
プ
の
前
提
と
な
る
大
き
な
特
徴
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
社
会

的
生
存
水
準
の
達
成
は
、
貧
困
削
減
の
た
め
に
す
べ
て
に
優
先
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
初
等
教
育
の
達
成

と
農
業
生
産
性
の
向
上
が
最
優
先
と
な
る
こ
と
、
第
二
に
、
法
制
度
の
整
備
は
、
経
済
成
長
戦
略
の
前
提

条
件
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

２　

政
策
の
順
序

　

以
下
で
な
ぜ
六
つ
の
政
策
の
順
序
が
与
え
ら
れ
た
か
を
説
明
し
よ
う
。

　

国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
経
済
成
長
の
目
的
は
、
成
長
そ
の
も
の
に
あ

る
の
で
は
な
く
、
人
間
開
発
に
あ
り
、
人
間
開
発
の
水
準
を
決
め
る
の
は
教
育
水
準
と
健
康
水
準
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
教
育
と
健
康
を
高
め
る
こ
と
で
福
祉
水
準
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
社
会
的
最
低
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生
存
水
準
を
達
成
す
る
に
は
、
初
等
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
識
字
率
が
五
〇
％
以
下
の
国

で
は
、
初
等
教
育
に
第
一
の
優
先
順
位
を
与
え
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

食
糧
自
給
率
が
低
い
国
に
と
っ
て
農
業
政
策
が
ス
テ
ッ
プ
１
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
次
の
二

つ
の
理
由
か
ら
説
明
で
き
る
。
第
一
は
、
ル
イ
ス
の
い
わ
ゆ
る
転
換
点
の
理
論
で
、
そ
れ
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
農
業
部
門
と
工
業
部
門
の
生
産
性
格
差
が
大
き
い
二
重
構
造
の
国
で
は
農
業
の
生
産
性
向
上
の

た
め
に
市
場
経
済
に
移
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
農
業
の
生
産
性
が
転
換
点
を
超
え
る
ま
で
は
、

途
上
国
の
賃
金
は
生
存
水
準
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
（Lew

is 1955

）。
第
二
は
、
ミ
ン
ト
に
よ
る

も
の
で
、
三
つ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
経
済
開
発
に
お
け
る
農
業
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
す
る

（M
yint 1965

）。
そ
の
三
つ
と
は
、
食
糧
自
給
率
を
高
め
る
こ
と
、
余
っ
た
労
働
力
を
工
業
部
門
に
提
供

す
る
こ
と
、
高
く
な
っ
た
所
得
で
工
業
製
品
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
の
国
で
の
農
業
改
革
は
、
構
造
調
整
政
策

に
先
行
し
て
実
施
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
中
国
政
府
は
、
一
九
七
九
年
に
改
革
開
放
政
策
を
導
入
し
た
の

と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
農
業
生
産
請
負
制
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
農
家
に
経
営
努
力
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
食
料
生
産
は
劇
的
に
増
え
、
こ
れ
が
直
接
的
、
間
接
的
に

農
業
補
助
金
を
減
ら
す
こ
と
に
な
り
、
財
政
規
律
を
回
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
化
に
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寄
与
し
た
。
こ
の
農
業
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
は
、
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
移
行
す
る
他
の
ア
ジ

ア
の
国
々
に
も
適
用
さ
れ
成
功
し
た
。
た
と
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
や
ラ
オ
ス
が
同
じ
よ
う
な
制
度
を
実
施
し

た
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
米
作
が
一
期
作
か
ら
二
期
作
、
三
期
作
と
な
り
、
農
業
生
産
性
が
向
上
し
た
。
こ

れ
と
反
対
の
場
合
を
ロ
シ
ア
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
農
業
改
革
を
十
分
に
実
施
す
る
前
に
構
造
調

整
政
策
が
実
施
さ
れ
、
少
な
く
と
も
一
九
九
〇
年
代
に
お
い
て
は
逆
効
果
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
か
ら
、
世
銀
と
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
は
、
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
構
造
調
整

政
策
を
実
施
し
は
じ
め
た
。
こ
こ
で
、
な
ぜ
前
に
述
べ
た
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
の
順
序
と
な
っ
た
の
か
を

説
明
し
よ
う
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
そ
の
融
資
の
際
に
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
化
（
ス
テ
ッ
プ
２
）
を
借
り
入
れ
国

の
条
件
と
し
た
。
こ
の
条
件
を
達
成
す
る
こ
と
が
世
銀
の
融
資
の
前
提
と
な
っ
た
。
次
に
、
一
九
八
〇
年

代
と
一
九
九
〇
年
代
に
は
構
造
調
整
政
策
（
ス
テ
ッ
プ
３
）
を
通
し
た
経
済
自
由
化
の
条
件
が
、
世
銀
に

よ
っ
て
課
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
ス
テ
ッ
プ
２
と
３
は
、
経
済
成
長
戦
略
を
実
施
す
る
た
め
の
前
提
条
件

と
な
る
と
考
え
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
ス
テ
ッ
プ
を
完
了
し
た
の
ち
に
経
済
成
長
戦
略

（
ス
テ
ッ
プ
５
）
に
お
け
る
役
割
を
持
つ
。
そ
の
成
長
戦
略
が
、
た
と
え
ば
工
業
化
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
で
あ
り
、
民
間
企
業
の
育
成
、
外
資
の
導
入
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

次
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
の
順
序
を
与
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
ス
テ
ッ
プ
２
が
マ
ク
ロ
経
済
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の
安
定
化
、
ス
テ
ッ
プ
３
が
構
造
調
整
政
策
、
ス
テ
ッ
プ
４
が
経
済
成
長
の
た
め
の
制
度
整
備
、
ス
テ
ッ

プ
５
が
成
長
戦
略
で
あ
る
。

　

構
造
調
整
政
策
は
、
貿
易
と
投
資
の
自
由
化
や
統
制
価
格
の
撤
廃
な
ど
多
く
の
改
革
を
含
む
。
世
銀
は
、

と
く
に
一
九
八
〇
年
代
と
一
九
九
〇
年
代
の
前
半
に
援
助
受
け
入
れ
国
に
対
し
て
こ
れ
ら
の
改
革
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
し
て
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
し
か
し
、
一
九
九
七
年
に
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
が
起
こ

っ
た
経
験
か
ら
、
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
学
者
も
い
た
。
す
な
わ
ち
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
タ
イ
の
よ
う
な
国

で
短
期
資
本
の
移
動
の
自
由
化
を
早
め
た
た
め
に
、
短
期
資
本
が
急
激
に
流
入
し
て
バ
ブ
ル
を
生
み
、
そ

の
短
期
間
で
の
流
出
が
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
を
生
ん
だ
。
し
た
が
っ
て
、
短
期
資
本
の
自
由
化
は
制
限
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
構
造
調
整
政
策
の
改
革
に
つ

い
て
も
順
序
付
け
を
す
べ
き
か
ど
う
か
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
点
で
あ
る
。

３　

成
長
戦
略

　

経
済
成
長
戦
略
が
政
府
の
介
入
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。
私
は
、
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前
述
の
前
提
条
件
が
成
立
す
れ
ば
、
成
長
戦
略
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
政
府
が
成
長
戦
略
を

実
施
す
る
前
に
そ
れ
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
が
準
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
製
造
業
の
成

長
戦
略
は
、
道
路
や
空
港
な
ど
の
運
輸
セ
ク
タ
ー
が
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
る
か
と
い
う
点
と
密
接
に
関

係
し
て
い
る
。

　

ス
テ
ッ
プ
５
の
成
長
戦
略
で
工
業
化
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
は
と
く
に
難
し
い
。
工
業
化
戦
略
は
、
そ

の
国
の
経
済
発
展
の
段
階
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
成
長
戦
略
の
た
め
に
経
済
主
体
を
特
定
化
し
、
そ

の
主
体
が
成
長
に
貢
献
す
る
よ
う
な
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
私
は
提
案
す
る
。
ス
テ
ッ
プ
４
ま

で
の
す
べ
て
の
ス
テ
ッ
プ
で
問
題
な
け
れ
ば
、
政
府
は
、
成
長
戦
略
の
た
め
に
何
ら
か
の
手
段
を
採
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
点
を
以
下
で
例
示
し
よ
う
。

　

⑴　

一
次
産
品
が
主
要
生
産
物
で
あ
る
国
を
考
え
よ
う
。
そ
の
国
の
成
長
戦
略
は
、
農
業
関
連
の
工
業

化
、
資
源
関
連
の
工
業
化
、
一
次
産
品
輸
出
と
い
っ
た
形
態
が
考
え
ら
れ
る
。
一
九
八
〇
年
代
初
期

の
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
コ
コ
ア
、
パ
ー
ム
オ
イ
ル
、
石
油
に
つ
い
て
こ
の
戦
略
が
採
ら
れ
成
功
し
、

そ
の
後
電
子
産
業
の
輸
出
指
向
工
業
化
に
引
き
継
が
れ
た
。

　

⑵　

次
に
成
長
戦
略
を
実
行
す
る
経
済
主
体
の
候
補
セ
ク
タ
ー
を
挙
げ
る
。
第
一
に
伝
統
産
業
セ
ク
タ

ー
の
発
展
、
第
二
に
国
有
企
業
セ
ク
タ
ー
の
改
革
、
第
三
に
国
有
企
業
セ
ク
タ
ー
の
発
展
、
第
四
に
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非
伝
統
財
セ
ク
タ
ー
の
輸
出
、
第
五
に
「
民
間
企
業
セ
ク
タ
ー
の
育
成
」
が
あ
る
。

　

⑶　

東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
採
ら
れ
た
「
外
国
投
資
の
導
入
」
に
よ
る
成
長

戦
略
が
も
っ
と
も
な
じ
み
深
い
。
外
国
投
資
に
も
二
つ
の
タ
イ
プ
、
す
な
わ
ち
輸
入
代
替
産
業
と
輸

出
指
向
産
業
へ
の
投
資
が
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
の
国
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
と
一
九
九
〇
年
代
前
半

に
は
輸
出
指
向
産
業
を
導
入
し
た
。

　

⑷　

地
域
的
な
開
発
戦
略
は
、
輸
出
加
工
区
や
工
業
団
地
を
設
立
し
、
税
の
減
免
な
ど
の
優
遇
措
置
を

外
資
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
外
資
主
導
の
輸
出
指
向
型
成
長
戦
略
は
、
東
ア
ジ
ア
お
よ
び
ア

セ
ア
ン
諸
国
で
採
用
さ
れ
た
。
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
戦
略
は
、
輸
出
加
工
区
を
設
立
す
る
と
い
う
方
法

で
実
施
さ
れ
、
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
が
起
こ
る
ま
で
そ
の
経
済
成
長
に
貢
献
し
た
。

　

⑸　

観
光
資
源
が
あ
る
国
で
あ
れ
ば
、
製
造
業
生
産
の
た
め
に
原
材
料
費
を
稼
ぐ
外
貨
の
獲
得
手
段
と

し
て
観
光
産
業
が
有
効
で
あ
る
。

　

成
長
戦
略
は
、
近
年
は
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
を
い
か
に
形
成
す
る
か
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は

第
８
章
で
説
明
す
る
。

　

さ
て
、
成
長
戦
略
が
成
功
す
れ
ば
、
通
常
は
そ
の
成
長
の
恩
恵
を
受
け
た
層
と
受
け
な
か
っ
た
層
の
貧

富
の
差
が
生
ま
れ
る
。
そ
こ
で
、
ス
テ
ッ
プ
６
と
し
て
そ
の
貧
富
の
差
を
埋
め
る
政
策
を
採
る
必
要
が
出
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て
く
る
。
東
ア
ジ
ア
の
成
長
に
お
い
て
も
こ
れ
が
発
生
し
た
。
た
と
え
ば
、
中
国
で
は
、
沿
海
部
と
内
陸

部
で
の
所
得
格
差
が
拡
大
し
、
内
陸
部
の
成
長
戦
略
が
必
要
と
な
り
、
現
在
、
西
部
大
開
発
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
に
は
国
有
企
業
改
革
を
含
む
東
北
地
区
開
発
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

４　

地
域
ご
と
の
特
徴

　

世
界
の
地
域
ご
と
の
特
徴
は
、
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。
こ
れ
を
前
掲
図
１
の
「
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
法
」
に
よ
り
表
４
か
ら
表
12
を
使
っ
て
例
示
し
よ
う
（
な
お
、
こ
こ
で
は
、
一
般
的
に
入
手
可
能
な
デ
ー

タ
が
得
ら
れ
な
い
た
め
に
ス
テ
ッ
プ
３
と
ス
テ
ッ
プ
４
は
例
示
し
な
い
）。
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
の
優
先
順

位
は
、
ス
テ
ッ
プ
１
の
初
等
教
育
に
与
え
ら
れ
る
。
南
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ス
テ
ッ
プ
１
の
食
糧
自
給
率

の
改
善
は
優
先
順
位
が
高
い
。
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
央
ア
ジ
ア
で
は
、
ス
テ
ッ
プ
２
の
物
価
の
安
定
が

一
九
九
〇
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で
は
緊
急
の
課
題
で
あ
っ
た
。
比
較
的
所
得
の
高
い
中
東
の
国
で
は
、

ス
テ
ッ
プ
２
の
対
外
経
常
収
支
の
赤
字
か
ら
の
回
復
が
必
要
で
あ
っ
た
。
南
ア
メ
リ
カ
は
、
ス
テ
ッ
プ
６
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の
所
得
格
差
の
是
正
が
必
要
で
あ

る
。

　

ス
テ
ッ
プ
１
：
一
人
当
た
り
所

得
が
年
六
〇
〇
ド
ル
以
下
で
、
平

均
寿
命
が
五
〇
歳
以
下
の
国
で
は
、

識
字
率
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。

識
字
率
が
五
〇
％
以
下
で
あ
れ
ば
、

初
等
教
育
が
優
先
順
位
第
一
位
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
、
ア
フ
リ
カ
の

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、

ブ
ル
ン
ジ
、
チ
ャ
ド
、
マ
リ
、
ガ

ン
ビ
ア
、ベ
ニ
ン
が
含
ま
れ
る（
表

４
）。

　

食
糧
自
給
の
改
善
は
、
マ
ク
ロ

経
済
安
定
化
に
と
っ
て
も
前
提
条

表４　一人当たり所得，平均寿命，非識字率
一人当たり所
得（ドル） 平均寿命（年）非識字率（％）

1999 1999 1995 1999
アフガニスタン n.a. 46 67 64
バングラデシュ 361 60 61 59
ベナン 402 53 66 61
ブルンジ 142 42 57 53
中央アフリカ 346 44 60 54
カンボジア 285 53 65 61
チャド 220 48 59 59
コートジボアール 787 46 67 54
エチオピア 112 42 69 62
ザンビア 365 53 66 64
ギニアビサオ 183 43 55 62
ハイチ 370 53 57 51
マリ 281 42 66 60
ラオス 441 54 60 52
モーリタニア 483 53 60 58
モロッコ 1,359 67 56 52
モザンビーク 190 43 61 56
ネパール 222 58 64 59
ニジェール 209 45 86 84
ベトナム 341 68 8 7
中国 840(2000) 70(2000) 19 16
　（注）　非識字率 50％以上の国。
　　　ベトナム，中国は比較のため掲げた。また，ラオス，モロッコは

基準値外の場合もある。以下，表５から表 12 まで同じ。
　（出所）　世界銀行，SIMA Query, 2001.
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件
と
な
る
。
食
料
を
輸
入
に
頼
る
と
国
際
収
支
を
圧
迫
し
、
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
を
達
成
す
る
の
が
難
し

く
な
る
途
上
国
が
あ
る
。
農
業
生
産
性
が
低
い
農
業
生
産
の
可
能
な
国
で
は
、
生
産
性
が
改
善
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
生
産
可
能
国
で
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
穀
物
生
産
が
一
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の

国
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
。
こ
れ
に
含
ま
れ
る
国
は
、
北
ア
フ
リ
カ
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、
リ

ビ
ア
、
そ
し
て
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
の
ボ
ツ
ワ
ナ
、
ス
ー
ダ
ン
で
あ
る
。
数
多
く
の
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ

リ
カ
の
国
が
、
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
間
に
こ
れ
に
該
当
し
た
（
表
５
）。

表５　ヘクタール当たりの穀物生産量
（単位：キログラム）

1995 2000
アルジェリア 397 619
ボツワナ 206 203
ブルキナファソ 782 887
カーボヴェルデ 262 312
中央アフリカ 868 1,111
チャド 586 626
コンゴ民主共和国 826 774
コンゴ共和国 826 686
エリトリア 516 703
グレナダ 983 1,000
ハイチ 921 913
イラク 800 284
ヨルダン 997 891
カザフスタン 578 1,060
レソト 774 988
リビア 677 727
マリ 806 1,170
モーリタニア 771 1,010
モンゴル 737 956
モロッコ 446 471
モザンビーク 652 948
ナミビア 194 473
ニジェール 291 368
セネガル 873 745
ソマリア 471 488
スーダン 424 529
タジキスタン 961 1,290
トーゴ 790 953
バヌアツ 538 538
ラオス 2,492 3,184
ベトナム 3,569 4,048
中国 4,663 4,735
　（注）　1995 年に 1000 キログラム

以下の国。
　（出所）　表４に同じ。
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ス
テ
ッ
プ
２
：

マ
ク
ロ
経
済
の
安

定
化
は
、
成
長
戦

略
を
導
入
す
る
前

提
条
件
と
し
て
す

べ
て
の
国
が
達
成

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
、

物
価
の
安
定
、
対

外
経
常
収
支
の
均

衡
、
財
政
収
支
の

均
衡
で
あ
る
。
対

外
経
常
収
支
の
均

衡
を
必
要
と
し
た

国
は
、
中
東
の
ヨ

　⑴　1993～95 年  （％）
GDP 比

コンゴ -30.9
ギニアビサオ -21.4
ホンジュラス -8.0
ハンガリー -8.9
ヨルダン -16.0
ラオス -13.7
レバノン -44.7
マダガスカル -8.5
マラウィ -19.5
マリ -8.6
モーリタニア -9.3
ニカラグア -37.4
オマーン -9.2
パラグアイ -14.9
サウジアラビア -9.9
タンザニア -19.4
トーゴ -9.0
ウガンダ -9.1
ベトナム -8.6
モロッコ -3.3
中国 -3.3

　（注）　マイナス８％以下の国。
　（出所）　表４に同じ。

　⑵　1999 年　　　 （％）
GDP 比

アルメニア -16.6
アゼルバイジャン -24.5
バハマ -14.8
ベリーズ -8.9
ブータン -19.7
ブルキナファソ -12.1
カーボヴェルデ -17.3
チャド -10.2
ドミニカ -9.4
エリトリア -43.4
ザンビア -11.7
ガーナ -9.8
キルギス -14.8
ラトビア -9.7
レバノン -34.1
レソト -23.0
モルディブ -17.8
ニカラグア -26.5
ニジェール -8.6
パナマ -14.3
ポーランド -8.0
ポルトガル -8.5
セイシェル -16.8
セントキッツ -36.4
セントルシア -10.8
セントビンセント -16.2
トーゴ -9.0
トルクメニスタン -17.2
ウガンダ -11.6
ラオス -6.1
ベトナム -0.2
中国 2.1

表６　対外経常収支のＧＤＰ比
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ル
ダ
ン
、
レ
バ
ノ
ン
、
オ
マ
ー
ン
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
あ
る
（
表
６
）。

多
く
の
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
央
ア
ジ

ア
で
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
物
価

の
安
定
化
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
国
に
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ク

ロ
ア
チ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ

ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ス
ロ

バ
キ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
含
ま
れ
る

（
表
７
）。
比
較
的
所
得
の
高
い
国
で

財
政
収
支
の
均
衡
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ギ
リ
シ

ャ
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ス
ウ
ェ

　⑴　1990～95 年  （％）
上昇率

アルバニア 64.2
アゼルバイジャン 1,005.5
ベラルーシ 1,247.2
ブラジル 1,044.8
クロアチア 328.0
エクアドル 40.0
エストニア 52.8
ギニアビサオ 45.1
ジャマイカ 39.9
ラトビア 83.1
レバノン 36.8
リトアニア 124.1
マケドニア 397.9
モザンビーク 47.8
ニカラグア 85.2
ナイジェリア 49.1
ペルー 69.0
ポーランド 41.5
ルーマニア 151.5
ロシア連邦 381.6
シエラレオネ 41.9
スロベニア 62.1
スーダン 114.3
トルコ 79.3

ウクライナ 1,180.4
ウルグアイ 59.3
ベネズエラ 43.8
ザイール 3,558.3
ザンビア 112.5
モロッコ 5.8
中国 5.8

　⑵　1999 年 （％）
上昇率

アンゴラ 559.7
ベラルーシ 322.0
エクアドル 61.9
赤道ギニア 38.3
キルギス 37.5
ラオス 126.3
マラウィ 42.1
ロシア 64.6
スリナム 180.1
トルコ 56.2
ウズベキスタン 43.9
ジンバブエ 48.1
ベトナム 5.5
中国 -1.4
　（注）　30％以上の国。
　（出所）　表４に同じ。

表７　消費者物価上昇率
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ー
デ
ン
で
あ
る
（
表
８
）。

　

ス
テ
ッ
プ
４
、
５
：
ス
テ
ッ
プ
４
の
政
府
の
役
割
と

し
て
、
民
間
部
門
に
対
す
る
国
内
と
外
国
の
投
資
家
の

た
め
の
投
資
環
境
の
整
備
が
あ
る
。
法
整
備
は
そ
の
一

つ
で
あ
る
。
ま
た
ス
テ
ッ
プ
５
の
成
長
戦
略
の
前
提
条

件
の
一
つ
は
、
物
質
的
な
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
で
あ
る
。

電
力
の
改
善
は
、
そ
の
う
ち
で
も
工
業
化
へ
の
第
一
優

先
課
題
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
ア
ジ
ア
の
国
は
、
電
力

の
改
善
を
必
要
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
イ
ン
ド
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス
リ

ラ
ン
カ
、
ベ
ト
ナ
ム
で
あ
る
（
表
９
）。
こ
こ
で
留
意

す
べ
き
は
、
電
力
事
業
が
利
益
を
生
む
場
合
に
は
、
公

共
部
門
で
は
な
く
、
民
間
部
門
が
電
力
を
提
供
す
る
、

い
わ
ゆ
る
民
活
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ス
テ
ッ
プ
６
：
所
得
格
差
の
大
き
な
国
を
南
ア
メ
リ

　⑴　1994 年  （％）
GDP 比

エチオピア -8.5
フィンランド -13.5
ギリシャ -15.7
イタリア -10.5
オマーン -11.2
ロシア連邦 -10.5
スリランカ -8.5
スウェーデン -12.8
イエメン -17.3
モロッコ -1.4
中国 -1.8
　（注）　-8.0％以下の国。
　（出所）　表４に同じ。

　⑵　1999 年 （％）
GDP 比

コロンビア -7.0
ギニア -7.1
リトアニア -7.0
モルディブ -9.3
モンゴル -10.4
スリランカ -7.4
セントビンセント -7.3
タイ -11.1
トルコ -13.0
ラオス -4.0
ベトナム -2.8
中国 -2.9
　（注）　-7.0％以下の国。

表８　財政収支のＧＤＰ比（贈与を含む）

ラオスとベトナムのデータは，アジア開発銀行，Asian Development 
Outlook 2001 による。
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カ
に
例
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
グ
ァ

テ
マ
ラ
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
メ
キ
シ
コ
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
で
あ
る
（
表
10
）。

　

さ
て
、
以
下
で
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
モ

ロ
ッ
コ
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
に

適
用
し
、
具
体
的
な
優
先
順
位
の
付
け
方

を
例
示
し
よ
う
。

　
５　

モ
ロ
ッ
コ
へ
の
適
用

　

ま
ず
、
優
先
順
位
決
定
法
を
モ
ロ
ッ
コ

に
適
用
し
て
み
よ
う
。
表
４
か
ら
モ
ロ
ッ

コ
経
済
を
概
観
す
る
と
、
一
人
当
た
り
所

　⑴　1994 年 （単位：kWh）
生産量

ボリビア 390
カメルーン 212
コンゴ 172
コートジボアール 170
ガーナ 368
グァテマラ 306
ホンジュラス 464
インド 423
インドネシア 281
ケニア 136
モロッコ 426
ニカラグア 398
ナイジェリア 144
パキスタン 463
フィリピン 404
セネガル 121
スリランカ 246
ベトナム 170
イエメン 146
中国 778
　（注）　100～500kWh の国。
　（出所）　表４に同じ。

　⑵　1998 年（単位：kWh）
生産量

バングラデシュ 102
ボリビア 466
カメルーン 229
コンゴ民主共和国 117
コンゴ共和国 123
ガーナ 394
グァテマラ 412
インド 504
インドネシア 382
ケニア 166
モロッコ 508
モザンビーク 404
ミャンマー 102
ニカラグア 472
ナイジェリア 130
セネガル 142
スリランカ 302
ベトナム 283
イエメン 151
ラオス n.a.
中国 938

表９　一人当たりエネルギー生産（1994年）
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得
は
一
三
五
九
ド
ル
、
平
均
寿
命
は
六
七

歳
と
高
い
が
、
識
字
率
は
五
〇
％
を
超
え

て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
識
字
率
の
向
上
が

第
一
優
先
順
位
と
な
る
。
表
５
は
、
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
穀
物
生
産
高
で
あ
る

が
、
二
〇
〇
〇
年
に
四
七
一
キ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
り
、
低
い
生
産
高
の
グ
ル
ー
プ
に
属

す
る
。
食
糧
自
給
率
は
、
食
糧
安
全
保
障

の
観
点
か
ら
も
で
き
る
だ
け
高
め
る
必
要

が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
前
に
も
述

べ
た
よ
う
に
食
料
を
輸
入
に
頼
る
と
、
国

際
収
支
が
悪
化
し
、
マ
ク
ロ
経
済
の
不
安
定
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　

モ
ロ
ッ
コ
の
マ
ク
ロ
経
済
を
他
の
国
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
対
外
経
常
収
支
赤
字
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
、
マ

イ
ナ
ス
三
・
三
％
で
あ
り
、
他
の
国
と
比
較
し
て
も
悪
く
な
い
（
表
６
）。
表
７
⑵
は
イ
ン
フ
レ
率
が
三

〇
％
を
超
え
る
国
の
リ
ス
ト
で
あ
る
が
、
モ
ロ
ッ
コ
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
一
〇
％
以
下
で
あ
る
。
表
８

表10　所得分配の不平等度
ジニ係数 年

ブラジル 60.0 1996
中央アフリカ 61.3 1993
チリ 56.5 1994
コロンビア 57.1 1996
エルサルバドル 52.3 1996
グァテマラ 59.6 1989
ホンジュラス 52.7 1996
レソト 56.0 1986-87
マリ 50.5 1994
メキシコ 53.7 1995
ニカラグア 50.3 1993
ニジェール 50.5 1995
ナイジェリア 50.6 1996-97
パプアニューギニア 50.9 1996
パラグアイ 59.1 1995
シエラレオネ 62.9 1989
南アフリカ 59.3 1993-94
モロッコ 39.5 1998-99
ラオス 30.4 1992
ベトナム 36.1 1998
中国 40.3 1998
　（注）　50以上の国。
　（出所）　表４に同じ。
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⑵
は
財
政
赤
字
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
八
％
以
上
の
国
の
リ
ス
ト
で
あ
る
が
、
モ
ロ
ッ
コ
は
含
ま
れ
ず
一
・
四
％

で
あ
る
。
こ
の
国
際
比
較
に
よ
れ
ば
、
モ
ロ
ッ
コ
は
、
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
性
を
達
成
し
て
い
る
と
い
え

る
。

　

一
人
当
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
が
一
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
か
ら
五
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
国
が
表
９
に
挙

げ
て
あ
る
。
モ
ロ
ッ
コ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
は
パ
キ
ス
タ
ン
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
を

増
や
す
こ
と
を
必
要
と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
。

　

表
10
は
、
所
得
格
差
を
示
す
指
数
の
一
つ
で
あ
る
ジ
ニ
係
数
が
五
〇
以
上
の
国
を
例
示
し
て
い
る
。
モ

ロ
ッ
コ
の
ジ
ニ
係
数
は
三
九
・
五
で
あ
り
、
そ
の
所
得
格
差
は
、
ジ
ニ
係
数
の
高
い
国
と
比
べ
る
と
相
対

的
に
低
い
。
モ
ロ
ッ
コ
の
デ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
レ
シ
オ
（
年
当
り
輸
出
に
対
す
る
債
務
支
払
い
の
比
率
）

は
三
〇
％
を
超
え
る
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
（
表
11
⑴
）。
こ
れ
が
国
際
収
支
の
悪
化
要
因
と
な
っ
て
お
り
、

マ
ク
ロ
経
済
の
不
安
定
を
引
き
起
こ
す
要
因
の
一
つ
と
も
な
っ
て
い
る
。
表
12
は
貯
蓄
率
が
二
五
％
を
超

え
る
国
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
モ
ロ
ッ
コ
の
貯
蓄
率
は
、
一
五
％
以
下
で
あ
り
、
低
い
。

　

こ
こ
で
、
モ
ロ
ッ
コ
の
改
革
に
優
先
順
位
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
優
先
順
位
決
定
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

法
の
有
効
性
を
示
す
。
ま
た
、
図
１
に
示
し
た
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
法
に
従
っ
た
モ
ロ
ッ
コ
の
改
革
の
優
先

順
位
を
要
約
し
よ
う
。
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ス
テ
ッ
プ
１
：
識
字
率
の
問
題
を
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
法
に
し
た
が
っ
て
検
討
す
る
。
初
等
教
育
は
、

人
間
開
発
に
必
要
な
最
低
水
準
以
下
で
あ
る
。
識
字
率
が
五
〇
％
以
下
で
あ
る
国
に
お
い
て
は
、
初
等
教

表11　対外債務のＧＮＩ比と債務支払いの輸出比率

　⑴　1995 年（デット・サービス・レシオ）（％）
対外債務 債務支払い

モザンビーク 443.6 35.3
シエラレオネ 159.7 60.3
ギニアビサオ 353.7 66.9
ハイチ 39.8 45.2
ニカラグア 589.7 38.7
ザンビア 191.3 174.4
パキスタン 49.5 35.3
ホンジュラス 124.6 31.0
インドネシア 56.9 30.9
モロッコ 71.0 32.1
アルジェリア 83.1 38.7
ブラジル 121.6 37.9
ハンガリー 72.8 39.1
アルゼンチン 33.1 34.7
　（注）　債務支払いが 30％以上の国。

　⑵　1999 年
対外債務 債務支払い

アルジェリア 198 37.8
アルゼンチン 436 75.9
ボリビア 399 32.0
ブルンディ 1,791 45.6
チリ 184 25.4
コロンビア 223 42.8
コートジボアール 238 26.2
ハンガリー 102 26.6
インドネシア 255 30.3
レバノン 413 49.4
マケドニア 93 29.8
モーリタニア 681 28.4
メキシコ 105 25.1
パキスタン 342 28.2
ペルー 358 32.6
ラオス 527 7.7
ベトナム 162 9.8
　（注）　債務支払いが 25％以上の国。
　（出所）　表４に同じ。
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育
に
第
一
の
優
先
順
位
を
与
え

る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
モ
ロ

ッ
コ
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属

す
る
。

　

農
業
生
産
性
の
低
い
国
は
、

財
政
収
支
と
国
際
収
支
の
悪
化

を
緩
和
す
る
た
め
に
農
業
生
産

を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

モ
ロ
ッ
コ
の
穀
物
生
産
は
、
世

界
標
準
か
ら
す
る
と
十
分
で
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
の

優
先
順
位
は
、
農
業
生
産
性
を

増
大
す
る
た
め
に
灌
漑
設
備
の

改
善
な
ど
に
向
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　⑴　1993～95 年 （％）
GDP 比

アルジェリア 27.9
アンゴラ 35.2
オーストリア 25.7
チリ 28.0
ガボン 43.7
香港 33.6
インドネシア 35.6
イラン 30.3
アイルランド 27.6
日本 31.1
韓国 35.6
マレーシア 36.7
モロッコ 14.9
オランダ 26.2
オマーン 26.4
パプアニューギニア 33.8
ロシア連邦 29.9
サウジアラビア 28.5
スロバキア 26.9
スイス 27.4
タイ 36.2
アラブ首長国連邦 32.6
中国 41.5
　（注）　25％以上の国。
　（出所）　表４に同じ。

　⑵　1999 年  （％）
GDP 比

アルジェリア 31.8
ベルギー 25.1
コンゴ共和国 29.7
チェコ 26.7
赤道ギニア 57.8
フィンランド 27.7
ガボン 34.8
香港 30.5
ハンガリー 26.3
アイルランド 37.0
日本 27.7
北朝鮮 33.6
マカオ 45.1
マレーシア 46.8
オランダ 26.7
ノルウェー 30.3
ロシア 31.5
シンガポール 51.7
スロバキア 26.5
台湾 26.1
タイ 32.5
トリニダード・トバゴ 26.6
トルクメニスタン 26.0
ラオス 13.3 (1998)
ベトナム 23.2
中国 40.1

表12　国内貯蓄率のＧＤＰ比
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ス
テ
ッ
プ
２
：
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
化
を
検
討
し
よ
う
。
モ
ロ
ッ
コ
の
マ
ク
ロ
経
済
は
一
九
九
五
年

に
安
定
化
を
達
成
し
た
と
結
論
す
る
。
物
価
上
昇
率
は
五
・
八
％
で
あ
り
、
対
外
経
常
収
支
の
赤
字
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
三
・
三
％
で
あ
る
。
財
政
赤
字
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
一
・
四
％
ま
で
減
少
し
た
。
輸
入
に
対
す
る

外
貨
の
保
有
率
は
六
・
五
カ
月
分
で
あ
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
要
求
す
る
三
カ
月
よ
り
も
十
分
に
高
い
。

　

た
だ
し
、
デ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
レ
シ
オ
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
提
案
す
る
三
〇
％
と
い
う
臨
界
値
を
超
え
て

い
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
対
外
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
も
マ
ク
ロ
経
済
を
安
定
化
す
る
た
め
に
五
〇
％
以
下
で
あ
る

べ
き
で
あ
る
と
一
九
九
七
年
に
提
案
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
モ
ロ
ッ
コ
の
債
務
の
削
減
が
課
題
と
な
っ
た
。

こ
の
時
期
に
二
つ
の
技
術
的
な
方
法
が
考
え
ら
れ
た
。
一
つ
は
対
外
債
務
を
投
資
に
切
り
替
え
る
こ
と
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
高
い
金
利
の
債
務
を
低
い
金
利
の
債
務
に
転
換
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
モ

ロ
ッ
コ
と
ス
ペ
イ
ン
や
フ
ラ
ン
ス
と
の
債
務
削
減
交
渉
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
マ
ク
ロ
経

済
の
運
営
に
当
た
る
中
央
銀
行
や
大
蔵
省
は
、
私
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
対
外
債
務
が
増
え
る
こ
と
に
対

し
て
注
意
深
か
っ
た
。

　

ス
テ
ッ
プ
３
：
構
造
調
整
政
策
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
良
い
成
果
が
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
。

　

ス
テ
ッ
プ
４
、
５
：
ス
テ
ッ
プ
４
と
し
て
、
制
度
改
革
に
関
し
て
は
、
法
制
度
の
整
備
が
遅
れ
て
い

た
。
た
と
え
ば
、
行
政
改
革
に
お
け
る
透
明
性
の
問
題
が
あ
っ
た
。
ス
テ
ッ
プ
５
と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
の
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改
善
は
、
経
済
が
成
長
し
、
一
人
当
た
り
所
得
を
増
や
す
た
め
の
前
提
条
件
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
モ
ロ

ッ
コ
で
は
、
水
道
や
電
力
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
民
活
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
活
発
で
あ
っ

た
。

　

ス
テ
ッ
プ
６
：
一
九
九
五
年
の
モ
ロ
ッ
コ
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
一
一
〇
〇
ド
ル
で
あ
っ
た
。
過

去
に
、
一
〇
〇
〇
ド
ル
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
経
済
が
離
陸
す
る
た
め
の
転
換
点
で
あ
る
と
言
わ
れ

た
。
経
済
発
展
の
あ
る
段
階
で
、
経
済
が
高
成
長
率
で
伸
び
る
と
き
に
は
、
所
得
格
差
は
大
き
く
な
る
。

通
常
そ
れ
は
都
市
と
農
村
の
間
に
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
方
に
お
け
る
女
性
の
識
字
率
が
途
上
国
で
は

極
端
に
低
く
、
モ
ロ
ッ
コ
も
例
外
で
は
な
く
、
低
い
識
字
率
が
低
所
得
の
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
モ
ロ
ッ
コ
の
改
革
の
優
先
順
位
は
、
農
村
部
に
お
け
る
教
育
や
保
健
な
ど
の
社
会
セ
ク
タ
ー
に
与
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
農
村
に
お
け
る
電
力
や
水
道
事
業
の
開
発
は
、
子
供
た
ち
の
水
汲
み
労
働
を
減
ら

す
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
子
供
た
ち
も
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
識
字
率

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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６　

ラ
オ
ス
へ
の
適
用

　

次
に
、
表
13
を
使
っ
て
優
先
順
位
決

定
法
を
ラ
オ
ス
の
場
合
に
適
用
し
て

み
よ
う
。
ラ
オ
ス
の
識
字
率
は
四
八
％

で
あ
る
か
ら
初
等
教
育
に
第
一
優
先
順

位
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
ま
た
ラ
オ
ス
の
焼
畑
農
法

が
教
育
の
普
及
を
妨
げ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
農
法
を
変
え
る
こ
と
も
教
育
改
革

の
前
に
必
要
で
あ
る
。
道
路
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
の
建
設
は
、
経
済
発
展
に
と
っ

て
必
要
で
あ
る
。
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た

り
の
穀
物
生
産
（
三
一
八
四
キ
ロ
グ
ラ

表13　モロッコ，ラオス，ベトナムへのフローチャート方式の適用

モロッコ ラオス ベトナム 中国 ステップ
非 識 字 率（1999
年，％） 52 52 7 16 ステップ１

穀物生産高（2000
年，キログラム） 471 3,184 4,048 4,735 ステップ１

対外経常収支GDP
比（1999 年，％） -3.3 1 -6.1 -0.2 2.1 ステップ２

インフレ率（1999
年，％） 5.8 2 126.3 5.5 -1.4 ステップ２

財 政 収 支 の GDP
比（1999 年，％） -1.4 3 -4 -2.8 -2.9 ステップ２

デット・サービス
比（1999 年，％） 32.1 4 7.7 9.8 9.0 ステップ２

総 国 内 貯 蓄 率
（1999 年，％） 14.9 5 13.3 6 23.2 40.1 ステップ５

エネルギー生産
（1998 年，kWh） 508 n.a. 283 938 7 ステップ５

ジニ係数（1998 年） 39.5 8 30.4 9 36.1 40.3 ステップ６
　（注）　1　1993 ～ 95 年　　2　1990 ～ 95 年　　3　1994 年
　　　　4　1995 年　　5　1993 ～ 95 年　　6　1998 年
　　　　7　1998 年　　8　1998 ～ 99 年　　9　1992 年
　（出所）　表４～表 12 のデータより筆者作成。
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ム
）
は
、
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン
フ
レ
率
（
一
二
六
・
三
％
）
が
そ
の
基
準
よ
り
高
い

の
で
、
ラ
オ
ス
の
マ
ク
ロ
経
済
は
安
定
化
を
達
成
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
対
外
経
常
収
支
と
財
政
収

支
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
、
マ
イ
ナ
ス
八
％
ま
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
点
で
は
問
題
が
な
い
。
法
制
度
な
ど
の
構

築
に
関
す
る
研
究
が
、
現
状
の
政
治
制
度
の
も
と
で
の
第
一
歩
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
ラ
オ
ス
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
も
課
題
と
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ラ
オ
ス
は
、
成
長
戦
略
を
強
調
す
る
前
に
、
教
育
改
革
、

マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
化
、
制
度
の
構
築
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

７　

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
適
用

　

ベ
ト
ナ
ム
は
、
ラ
オ
ス
と
違
っ
て
成
長
戦
略
に
改
革
の
焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
13
に
示
す
）。

な
ぜ
な
ら
ベ
ト
ナ
ム
は
、
識
字
率
（
九
三
％
）、
穀
物
生
産
（
四
〇
四
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
）、
マ
ク
ロ
経
済
（
対

外
経
常
収
支
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
マ
イ
ナ
ス
〇
・
二
％
で
あ
り
、
財
政
収
支
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
マ
イ
ナ
ス
二
・
八
％
で
あ

る
）
に
お
い
て
す
で
に
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。
構
造
調
整
政
策
は
進
行
中
で
あ
る
が
、
制
度
の
構
築
は

必
要
と
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
工
業
団
地
を
設
立
す
る
こ
と
で
ハ
ノ
イ
、
フ
エ
、
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ホ
ー
チ
ミ
ン
と
い
う
中
核
都
市
を
育
成
す
る
成
長
戦
略
を
採
用
し
た
。
い
く
つ
か
の
工
業
団
地
は
、
輸
出

加
工
区
に
変
わ
り
、
外
資
の
導
入
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
外
資
の
流
入
は
、
一
九
九
〇

年
代
中
期
に
停
滞
し
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
政
府
が
外
資
誘
致
に
加
え
て
社
会
政
策
を
と
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
社
会
政
策
は
、
貧
富
の
格
差
を
小
さ
く
す
る
た
め
に
効
率
よ
り
も
公
平
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
政
府
は
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
前
に
は
産
業
政
策
と
し
て
韓
国
の
財
閥
育
成
政

策
を
導
入
す
る
方
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
韓
国
の
財
閥
は
経
営
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、
そ
の
方
向
の
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
は
国
有
企
業
改
革
と
金
融
制
度
改
革
に
問

題
を
残
し
て
い
る
。

　

成
長
戦
略
と
し
て
経
済
成
長
を
促
す
基
盤
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
盤
強
化
の
た
め
に
、
経

済
イ
ン
フ
ラ
と
制
度
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
経
済
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、
道
路
、
電
力
な
ど

の
基
礎
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
・
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
効
率
的
実
施
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
統
合
下
で
の
発
展
の
可
能
性
を
高
め
、

経
済
成
長
促
進
に
寄
与
す
る
産
業
イ
ン
フ
ラ
・
ニ
ー
ズ
と
、
環
境
問
題
な
ど
の
開
発
の
負
の
影
響
に
対
処

す
る
イ
ン
フ
ラ
・
ニ
ー
ズ
の
優
先
順
位
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

制
度
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
場
経
済
化
を
強
化
・
促
進
す
る
基
礎
的
制
度
改
革
（
国
営
企
業
改
革
、
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金
融
改
革
、
民
間
企
業
の
育
成
、
公
正
な
競
争
環
境
の
育
成
）
へ
の
支
援
と
、
ベ
ト
ナ
ム
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
必
要
な
新
た
な
諸
制
度
改
革
（
外
国
投
資
と
貿
易
関
連
諸
制
度
、
知
的
財
産
権
制
度
、
司
法
制
度
、
行

政
制
度
な
ど
）
に
対
す
る
日
本
の
積
極
的
支
援
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ハ
ー
ド
の
経
済
イ
ン
フ
ラ
と
ソ
フ
ト
の
制
度
の
整
備
へ
の
支
援
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
制
度
の
実
施
・

運
用
を
担
う
人
材
の
育
成
が
同
時
に
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
、
ソ
フ
ト
を
支

え
る
人
材
育
成
を
一
体
と
し
て
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
成
長
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
貢

献
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
は
出
て
い
な
い
が
、
開
発
の
負
の
側
面
と
言
え
る
環
境
問
題
、
特
に

産
業
公
害
に
関
し
て
は
、
制
度
の
実
施
・
運
用
能
力
の
向
上
が
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
の

人
材
育
成
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
関
連
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
強
化
を
期
待
で
き
る
。

　

日
本
の
進
出
企
業
の
投
資
環
境
の
面
か
ら
は
、
日
越
間
の
政
府
間
交
渉
、
官
民
対
話
な
ど
の
チ
ャ
ネ
ル

を
通
じ
て
投
資
環
境
を
改
善
し
て
き
た
が
、
今
後
も
引
き
続
き
，
多
様
な
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
て
、
ベ
ト
ナ

ム
政
府
に
投
資
関
連
制
度
の
改
善
を
要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
日
本
に
対
し
て
中
小
企
業
、
裾
野
産
業
育
成
に
対
す
る
支
援
を
要
請
し
て
い
る
。

こ
れ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
電
力
、
運
輸
な
ど
の
ハ
ー
ド
イ
ン
フ
ラ
と
人
材
、
安
心
し
て
企
業
活
動
を
続
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け
ら
れ
る
制
度
の
整
備
、「
参
加
」
型
開
発
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
中
央
・
地
方
レ
ベ
ル
で
の
行
政
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
の
条
件
が
整
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
と
し
て
は
、
関
連
分
野

に
お
け
る
日
系
中
小
企
業
の
ベ
ト
ナ
ム
進
出
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
意
思
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
ベ
ト
ナ

ム
の
地
場
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
を
、
経
営
、
技
術
の
両
面
か
ら
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
ベ
ト

ナ
ム
国
内
に
お
け
る
中
小
企
業
・
民
間
の
活
動
環
境
、
競
争
環
境
の
整
備
と
と
も
に
、
共
同
体
、
業
界
団

体
、
消
費
者
団
体
な
ど
の
関
連
組
織
の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
援
効
果
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

８　

中
国
へ
の
適
用

　

中
国
に
つ
い
て
当
て
は
め
た
の
が
、
表
13
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
中
国
は
ジ
ニ
係

数
が
高
く
、
所
得
分
配
に
問
題
が
あ
る
以
外
は
ほ
と
ん
ど
問
題
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
⑴
所
得
分

配
に
関
し
て
は
内
陸
の
貧
困
を
解
消
す
る
た
め
に
西
部
大
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
三
年
に
成

立
し
た
新
政
権
は
東
北
地
区
開
発
と
し
て
国
有
企
業
を
中
心
と
し
た
改
革
を
実
施
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
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て
、
国
別
に
当
て
は
め
た
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
法
か
ら
は
、
⑵
制
度
の
整
備
、
⑶
環
境
問
題
、
⑷
成
長
戦
略

に
政
策
の
重
点
を
置
く
の
が
望
ま
し
い
。

　

さ
て
、
中
国
は
国
が
大
き
く
、
省
が
一
つ
の
国
に
相
当
す
る
ほ
ど
の
も
の
も
多
い
。
そ
こ
で
、
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
法
を
国
別
に
で
は
な
く
、
省
別
に
当
て
は
め
、
対
中
国
政
府
開
発
援
助
の
政
策
優
先
順
位
を
検

討
し
た
。
ま
ず
、
⑴
所
得
分
配
に
関
し
て
、
内
陸
部
に
生
活
水
準
の
低
い
地
域
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
西
蔵
、
青
海
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
、
初
等
教
育
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
広
い
中
国
で
は
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、
地
域
間
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
な
お
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
省
別
に
み
て
も
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
法
に
よ
る
分
析
で

は
、
問
題
が
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
次
い
で
⑵
制
度
整
備
と
し
て
市
場
化
が
必
要
な
地
域
は
、
貴
州
、

甘
粛
、
雲
南
で
あ
る
。
⑶
環
境
問
題
に
重
点
を
置
く
べ
き
地
域
は
甘
粛
、
寧
夏
、
遼
寧
で
あ
る
。
⑷
成
長

戦
略
の
一
環
と
し
て
、
高
等
教
育
の
必
要
な
地
域
は
、
福
建
、
陝
西
、
江
西
、
黒
竜
江
、
上
海
、
吉
林
、

広
西
、
浙
江
で
あ
る
。
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
法
に
よ
り
、
以
上
の
よ
う
な
地
域
に
優
先
順
位
が
つ
け
ら
れ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
国
が
大
き
な
場
合
に
は
省
別
に
考
え
て
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
当
て
は
め
る
必
要
が
あ

る
。
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９　

最
後
に

　

本
章
で
は
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
使
っ
て
政
策
の
優
先
順
位
を
決
定
す
る
標
準
的
な
モ
デ
ル
を
構
築
し
、

経
済
改
革
の
優
先
順
位
を
決
定
す
る
次
の
六
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
示
し
た
。
ス
テ
ッ
プ
１
が
社
会
的
生
存
水

準
の
達
成
、
ス
テ
ッ
プ
２
が
安
定
化
政
策
、
ス
テ
ッ
プ
３
が
貿
易
や
投
資
を
自
由
化
す
る
構
造
調
整
政
策
、

ス
テ
ッ
プ
４
が
制
度
の
整
備
、
ス
テ
ッ
プ
５
が
成
長
戦
略
、
ス
テ
ッ
プ
６
が
所
得
格
差
の
是
正
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
法
を
モ
ロ
ッ
コ
の
改
革
に
適
用
し
、
改
革
に
優
先
順
位
を
つ
け
る
際
に
有
効

で
あ
る
こ
と
を
例
示
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
モ
ロ
ッ
コ
の
政
策
は
初
等
教
育
、
灌
漑
施
設
の
拡
張
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
生
産
の
増
大
に
優
先
順
位
を
与
え
る
べ
き
で
あ
り
、
電
力
供
給
、
水
道
、
貯
蓄
率
の
増
大
は
、
経

済
成
長
を
高
め
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
優
先
順
位
は
、
優
先
順
位
決
定
の

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
法
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
本
章
の
考
え
方
は
一
つ
の
試
論
で
あ
る
。

こ
れ
を
基
に
優
先
順
位
決
定
法
の
議
論
が
活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。




